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Ⅰ．はじめに

2018年 4月に筑波大学の学内部局として発
足した筑波大学アスレチックデパートメント
（AD）は，高木ら 7）の報告に示されているよう
に，学内における組織体制の整備や学生アス
リートへの支援プログラムの提供，シンポジウ
ム等による学内外に向けた情報発信，他大学の
スポーツアドミニストレーターを対象とした海
外研修プログラムの企画など，多岐に亘る活動
を行なっている。 

本稿では，2020年 1月に開催し，大学のス
ポーツアドミニストレーターが米国における大
学スポーツの現状と大学におけるスポーツ活動
のマネジメント体制に関する理解を深めると共
に，日本で目指すべき大学スポーツの姿を共有
することを目指した「2020 NCAAコンベンショ
ン視察研修」について報告する。

Ⅱ．大学スポーツの振興に関する社会的背景

2016年に日本経済再生本部が策定した日本
再興戦略 2016  3）において，大学スポーツ振興
に向けた国内体制の構築が政策課題として示さ
れたことを契機として，国内における大学ス
ポーツの振興がスポーツ庁を中心として積極的
に進められるようになった。その成果として，
2019年 3月に一般社団法人大学スポーツ協会
（UNIVAS）が発足し，「学業充実」，「安全安心」，
「事業マーケティング」への取り組みを主な役
割として活動している 1）。2020年 7月末時点で，
UNIVASには 221大学と 32競技団体が加盟し
ており  1），大学スポーツの統括組織としての役
割を期待されると共に，様々なプログラムを提
供することで大学と学生アスリートを支援して
いる。
一方で，大学スポーツ協会の創立に関連する
議論が始められた要因の一つとして，大学のス
ポーツ活動があくまでも課外活動として位置付
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けられており，大学内の組織として正式に位置
付けられていないために責任体制が不明確で，
結果として会計の不透明性や不測の事故や事件
発生への対応が遅れるといった問題の原因とな
る  2）ことが指摘されていたことを忘れてはなら
ない。そのような状況の改善を目指し，「大学
スポーツ振興に関わる検討会議 最終とりまと
め  5）」において，大学スポーツにおける競技横
断的な統括組織の必要性や大学内にてスポーツ
活動をマネジメントする部局の設置，さらには
学内のスポーツ活動のマネジメントに中心的な
役割を持つスポーツアドミニストレーターの配
置が提唱されていた。この提言を受け，大学に
おけるスポーツ分野を戦略的かつ一体的に管
理・統括する部局の設置や人材の配置を支援し，
大学スポーツの活性化や大学スポーツを通じた
大学全体の振興を図るための体制整備を目的と
した「大学スポーツ振興の推進事業  4）」などを
通して，大学における運動部活動のマネジメン
ト体制の整備が図られてきた。
しかし，2019年度に実施されたスポーツ庁

の調査  6）によると，学内にスポーツアドミニス
トレーターを配置している大学は回答した 516

大学のうち 26校，今後配置する予定や意向が
ある大学は 37校に留まっている。従って，大
学スポーツ協会を創設する以前から指摘されて
いた，運動部活動が課外活動として位置付けら
れていることによって引き起こされる問題は，
未だ存在していると考えるのが妥当である。つ
まり，UNIVASが様々な施策やガイドラインを
策定したとしても，個々の大学におけるスポー
ツマネジメント部局やスポーツアドミニスト
レーターの存在がない場合，組織のガバナンス
が効かず，施策の実行やガイドラインの運用を
マネジメントすることは困難であることが予想
される。今後大学スポーツが持続的な発展を遂
げていくためには，いかに個々の大学が意志を
持ち，主体的に大学におけるスポーツ活動のマ
ネジメントを行うかが鍵となる。そのため，今
後の方向性を検討する際の資料として国内外の

最新動向を把握するとともに，情報共有の機会
を増やしていくことが望まれる。

Ⅲ．筑波大学アスレチックデパートメント

筑波大学では，大学スポーツ振興の議論が活
発化する以前の 2010 年から，トップアスリー
トの育成・広報・社会貢献に取り組む全国初の
大学組織として「筑波大学スポーツアソシエー
ション（TSA）」を設立し，体育会所属チーム
のユニフォーム・カラーを統一させるなど，大
学におけるスポーツマネジメント組織の構築
に積極的に取り組んできた 9）。その上で，2016 

年 10 月に筑波大学とアンダーアーマー（株式
会社ドーム）がパートナーシップを組み，体育
会各部の運営におけるモデルケースの確立およ
び大学スポーツの産業化を目指す包括協定 10）を
締結した。そして，その協定に基づいて行われ
た筑波大学，株式会社ドーム，テンプル大学
の 3者での共同研究プロジェクト 8）によって日
本における AD の組織作りを 4 つのステージに
分けて提案し，そのプロセスに従って筑波大学
（AD）を学内の部局として実装することを目指
した。その結果として，2017年 8月に設置さ
れた「アスレチックデパートメント設置準備室」
を経て，2018年 4 月に筑波大学 ADが学内部
局として設置された  11）。筑波大学 ADは，2018

年に発足して以来，様々なプログラムを提供し
て学生アスリートを支援すると共に，シンポジ
ウムや研修を通して学内における取り組みを学
外に積極的に発信し，他大学の参考事例となる
よう，情報や資源の共有に努めている  7）。

Ⅳ．2020 NCAA コンベンション視察研修

Ⅳ -1．視察研修の概要
本研修は，大学におけるスポーツアドミニス
トレーターを対象として，米国 NCAAが毎年 1

月に開催する年次総会である NCAAコンベン
ションへの参加を中心とした視察研修として，
筑波大学アスレチックデパートメントが企画し
たものである。2020年 1月 20日から 26日の
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間に実施し，21名が参加した。プログラムと
して，NCAAコンベンションへの参加だけで
なく， NCAA や大学アスレチックデパートメン
トの運営に関わる各分野の専門家を招いたレク
チャーやディスカッション，大学スポーツ観戦，
大学アスレチックデパートメント訪問を通して
NCAA への理解を深めた。なお，NCAAコンベ
ンションとは，全米の大学からスポーツアドミ
ニストレーターが集い，各大学の取り組みや重
要な議題について大学の意思を持って議論・決
定する，米国の大学スポーツにおいて 1年で最
も重要なイベントである。

Ⅳ -2．プログラムの内容
本研修は 4日間で構成され，1日目には，プ

レゼンテーション形式での 5つのセッションを
実施した後，カリフォルニア大学アーバイン校
（UCI）のスポーツ施設を見学した。2日目には，
プレゼンテーション形式での 4つのセッショ
ンを実施した後，3大学で合同のアスレチッ
クデパートメントを運営するCMS（Claremont-

Mudd-Scripps）を訪問し，施設見学とディスカッ
ションを行なった。3日目には，NCAAコンベ
ンションにて一般公開されているセッションに
参加し，4日目には，前日までのプログラムを
受けてのグループディスカッション，カリフォ
ルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）の施設見

学，女子バスケットボールのホームゲーム観戦
を行なった。
3）1 日目
a. テンプル大学 Jeremy Jordan 准教授

NCAAにおけるガバナンス構造や NCAAの
歴史について概説した後，テンプル大学におけ
る事例の紹介，NCAAコンベンションが果たし
ている機能や規則づくりのプロセス等について
説明があった。
b.  ロングビーチ州立大学 Rob Clark エグゼク

ティブシニア副アスレチックディレクター
アメリカンフットボール部を持たないディビ
ジョンⅠ大学におけるアスレチックデパートメ
ントの財政状況がどのような収支になっている
のかについて事細かに説明があった。米国の大
学であっても，大学の規模や方針によって財政
状況が大きく異なることが理解できた。
c.  NCAA ディビジョンⅡ Terri Gronau 副会

長
NCAAのディビジョンⅡがどのように運営さ
れているのか，意思決定をどのように支援して
いるのかが解説された。Ⅰ，Ⅱ，Ⅲと分けられ
たディビジョン毎に異なる意思決定プロセスと
ガバナンスがあり，様々な分野に関する専門的
な内容を議論する委員会組織から構成されてい
ることが分かった。
d.  NCAA Jen Fraser ガバナンスマネージン

グディレクター
NCAAのディビジョンⅠがどのように運営さ
れているのか，意思決定をどのように支援して
いるのかが解説された。ディビジョンⅠに特有
の奨学金などに関する規則について説明すると
共に，質疑を中心として主に大学の収益システ
ムについて理解を深めた。
e.  NCAA Geoff Silver 学業・メンバーシップ

マネージングディレクター
米国の大学スポーツにおいて NCAA本部が

果たす役割と組織体制について概説した後，学
生の競技への参加資格をどのように管理してい
るのか，学業成績に関する規則や練習時間など

図 1 2020 NCAAコンベンション視察研修の
参加募集要領
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の制限といった内容について説明があった。ま
た，大学が規則に従っているかを監視し，制裁
を下す機能なども有しており，多岐に亘る役割
を担っていることが分かった。
f.  カリフォルニア大学アーバイン校（UCI）

訪問
UCIは，1965年に設置されたカリフォルニ
ア州アーバイン市に本部を置く州立大学であ
り，NCAAのディビジョンⅠに所属している。
学内のスポーツ施設見学をした後に，施設管理
を担当する Paul Hope副ディレクターへの質疑
を行い，大学の理念と ADの理念の一貫性をど
のように保っているのか，ADの学内での位置
付けなど，様々な質問への回答を得て，大学に
おける ADの運営について理解を深めた。
2）2 日目
a.  NCAA David LaFiosca 財務マネージング

ディレクター
NCAA全体における財務について，どのよう

に収益をあげ，どのように支出しているのかに
ついて，グラフを用いて詳細に説明された。特
に収益のほとんどをディビジョンⅠの男子バス
ケットボールの放映権とチケット収入から得て
おり，その収益がその他のディビジョンやス
ポーツに分配されることによって全体の活動が
維持されているということが分かった。

b.  American Athletic Conference（D1）
Ellen Ferris ガバナンス・コンプライアン
ス副コミッショナー
大学における学長が ADに関する最終的な権

限を持っており，他のすべての部局と同様にコ
ントロールすることができる状態である必要が
あることなどが説明された。また，ADは大学
の一部であり，大学のミッション，目的，ポリ
シーに則って運営することの重要性が説かれ
た。
c.  南 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学（USC）Paul 

Perrier 副アスレチックディレクター
USCはロサンゼルスのダウンタウンに位置
し，ディビジョンⅠの中でも Power 5と呼ばれ
る 5つのカンファレンスの一つに属する大学の
ため，大学の学生数や ADの予算規模が極めて
大きく，また様々な学生アスリートへの支援プ
ログラムがあることが説明された。米国の大学
スポーツの中でも，特に大規模なプログラムの
事例として貴重な知見を得ることができた。
d.  Central Atlantic College Conference

（CACC） Dan Mara 理事
ディビジョンⅡにて 14校が所属する CACC

に所属している大学は，すべて比較的規模の小
さな私立大学であり，似た特徴を持っているこ
となどが解説された。大学の理念や学業レベル
など，類似点の多い大学同士でカンファレンス
を組むことによってお互いのブランドを高め合
うことが重要であることが分かった。

図 2 セッションの様子 図 3 CMS連合 AD視察の様子
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e.  Claremont-Mudd-Scripps（CMS） 連 合
AD 訪問

CMS連合は，Claremont，Mudd，Scrippsと
いう 3つの大学が協力をして，ディビジョンⅢ
に所属する一つの ADを運営している。全米で
も特殊な事例として，その背景や具体的な連携
の方法などについて説明を受けた後，学内施設
の見学と質疑を通して，その運営方法について
理解を深めた。
3）3 日目
a. NCAA コンベンション公開セッション

NCAAコンベンションでは，ビジターも観覧
可能な公開セッションが実施されており，様々
なテーマについてプレゼンテーションやパネル
ディスカッションが行われている。本研修で
は，参加者が自由にテーマを選択して公開セッ
ションを観覧するようにし，全てのセッション
が終了した後に，参加者が観覧した各テーマの
概要を振り返って他の参加者に内容を共有する
時間を設けた。内容が共有されたテーマは以下
の通りである。
1． Division Ⅲ：Collaborative approaches - 

When Mental Health Intersects with Student-

Athletes Identities

2． Maximizing Athletics Department Assets: 

Branding, Event Marketing

3． Youth Initiative and corporate Partnerships

4． Plays Well with Others: FARs and the Cross-

Campus Connection

5． Division III: Crisis Management: Being 

Your Best During Your Campus’ Worst Days

6． Engaging Your Campus Community on 

Student Athlete Activism

7． Innovative Programs for enhancing student-

Athlete Mental Well-Being and Mental Health

8． Athletics Fundraising: Working Smarter,

9． Not Harder with Technology tools and Tips

10． GOALS Study: Understanding the Student-

Athlete Experience

11． Championship Hosting 101: How to Create 

a Winning Team?

12． Division II: Mental Wellness-Building Trust 

Between Coaches and Student-Athletes

13． Division III: Growing Our Next Generation 

of Leaders in Athletics Administration

14． Social Media：The Future of Influence 

Leader

15． Two Things Every University President and 

General Counsel Need to Know，
16． Supporting Student-Athlete Development 

with Budget-Friendly Programing，
4） 4 日目
a.  振り返りセッション
それぞれに参加者が前日までの 3日間を振り
返ると共に，「米国大学スポーツ（NCAA, AD

など）のどの部分を日本に取り入れるべきか」，
「大学間，大学と企業間で協力できることや一
緒に生み出せそうなこと」という 2つのテーマ
について 4人 1組でのグループディスカッショ
ンを実施した。
b． カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 ロ サ ン ゼ ル ス 校

（UCLA）施設見学
UCLAはディビジョンⅠの中でも特に大規模
な大学が所属する PAC12というカンファレン
スに所属しており，アリーナやトレーニング施
設にも充実した設備がある。競技スポーツで使
用される施設とレクリエーションで使用される

図 4 NCAAコンベンション公開セッションの
様子
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施設が完全に分けられており，完全に分離して
運営されていることなどが説明された。
c． 女子バスケットボールホームゲーム観戦

UCLAのバスケットボールアリーナ Pauley 

Pavilionにて行われた女子バスケットボール
UCLA対ワシントン大学の試合観戦をした。試

合の合間，電光掲示板に「WELCOMES UNIV. 

OF TSUKUBA & JAPAN COLLEGE SPORTS 

DELEGATION」の文字が映し出されるなど，
観戦を歓迎されながらホームゲームの雰囲気を
体験した。

Ⅴ． おわりに

本稿では，「2020 NCAAコンベンション視察
研修」について概観した。大学スポーツの運営
システムが発達した米国の先進事例を体験とし
て理解するために，NCAAコンベンションに
参加することや大学 ADを訪問することは，国
内における大学に応用可能性のある知見を得る
ために非常に有用な機会となるのではないだろ
うか。筑波大学アスレチックデパートメントに
おいては，米国の先進的な取り組みやシステム
を応用することで，日本の大学に適した新たな
仕組みづくりを試みると同時に，本研修を通し
て得られた他大学のスポーツアドミニストレー
ターとのネットワークを活用し，将来的には米
国におけるカンファレンスのように大学間で連
携をしながらお互いの価値を高め合うような関
係性の構築を目指している。今後もこのような
機会を継続的に提供することで，日本の大学ス
ポーツ全体の発展を志す仲間を増やし，大学ス
ポーツの未来を切り拓く契機となることを願う
ものである。
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